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This second study is concerned with the contents of Housing, in the qeriod of

Household Education being subjected to, and then being independent of, Science. The

results were:
1 . At the end of the Period of the Establishment of Household Rlucation, the contents

were encyclopedic and were of a fragrnentary heap of knowledges.Those features

became more distinct in this period.

Z . Studies on Household Education were done more widely and deeply, which were

chiefly focused on Critical investigation of the contents.

家庭科教育に関する歴史研究は,従来,教育制度や教育思想の視点からの成果に比べると,

教育内容および教授法の研究成果は,さ ほど多いとはいえない。この傾向は,戦前における裁

縫教育の研究に比して家事教育研究の場合に,よ り顕著だといえる。筆者は,家庭科教育にお

ける住居の教育内容の編成原理を求める基礎研究として,戦前,戦後を通して,家事教育およ

び家庭科教育における住居の教育内容の変遷の様相を整理検討しているPと くに,教育内容の

特徴を論理性,系統性の視点から把えることを試みてきた。その成果を,明治初期の家事教育

から明治 44年に理科家事の制度化がなされるまでを家事教育の創設期として第 1報にまとめ

て報告した?

今回は,創設期末においてみられた住居の教育内容構成上の特徴が理科家事教科書の中で定

着した状況およびその後の家事教育への影響,ま た家事教育についての研究の状況をみること

によって家事教育が制度上確立し進展していつた時期の特徴を明らかにしたい。

とりあげた主な資料は,大正 3年発行の高等小学理科家事教科書(教師用および児童用),昭

和 8年発行の高等小学家事教科書である。この期の教科書は国定であり,こ の二書が全てであ

る。そして,こ れらに対する当時の意見や研究の到達点を表わすものとして,全国の師範学校

教諭や,家事教育の理論的指導者などの著作を用いた。

教育内容の分析は,ま ず目次によって構成を概観し,主に系統性の有無を検討した。その際,
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単純 と複雑,抽象と具体,一般と特殊などの関係に注目して分析した。算数や社会科ではすで
に試みられてきたこれらの視点による分析の方法のが家事教育においても有効かどうかの仮設
的な検証の意味も含まれている。

結果および考察

1.高等小学理科家事教科書

1)教育内容の構成

明治 44年に理科の一部に家事が復活して以来初めて,文部省から教科書が発行された。それ
は大正 3年の高等小学理科家事教科書第一学年用である。次いで大正 4年に第二学年用,大正
6年に第二学年用が発行された。これらの教師用教科書の凡例には,「本書は理科の毎週教授 3

時間の中1時間を家事の教授に当つるもの」とあり,実際に教授をすすめる中で,後述するよ
うに理科との関係のあり方や,実習時間の配当さらには教材精選の提言となってあらわれるこ
とになる。住居についての内容は第一学年用にのみ設けられており,その目録を表 1に示した。
表 1の 目録でまず気がつくことは,住居に関する教育内容の範囲が不明確なことである。教

師用書の凡例では「住居並びに器具に関する教材」と一括されていて,日録のどこからどこま
でがそうなのかをあらわしてはいない。明治初期の教科書の目次は, 1つ の節をいくつかの項
で構成した型になっていた。それは,例えば,大きなまとまりとしての「住居」の節が,「住居
の目的」「住所の選択」「間取り方」「住居の購入」「住居の衛生法」|な どという小項目で組みた
てられていた。この場合は,「住居Jの範囲は明示されているわけである。
表 1に みる内容構成の特徴は個々の事項が並列した型になっていることが,住居の教育とし

ても他の領域にしても範囲を不明確にすること

につながっていると思われる。このような事典

的な構成では,単純 と複雑,抽象と具体,一般

と特殊などの関係 も読みとりにくいと言えよ

う。

第一課に「住居」|がある。この内容と他の住

居および器具に関すると思われる課との関係を

分析した。まず,第一課「住居」の記述は,次
のとおりである。

住居は風雨寒暑を凌ぎ,家財を保護し,

且一家の秩序を保つに必要なるものな

り。住所は職業に應じて適当なるべきは

勿論,土地高燥にして水質の佳良なる所

を可とす。もし然らざるときは相営のエ

夫をなすこと肝要なり。室の数,廣さ,

並びにその配置は,家族の多少,職業の

`種類および生計の度によりて異るべしと

雖も,空気の流通,日光の射入,使用の

便否等を考え適宜諸室の用い方を定むベ

し。又戸,障子,襖等は成るべく質素に

表 1 高等小学理科家事教科書
第二学年用 目録 (大正 3年 )
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して丈夫なるものを用ふべし。

ここに記された事柄を,教育内容の要素として抽出すると,住居の目的,立地条件そして間

取 り方があり,間取 り方については,家族や職業,生計などに応じる事とともに,衛生,便利

さの基準がとられている。また建具についての価値 としては,質素さと丈夫さをあげている。

そしてこの課の内容は,一般的,抽象的な記述であること,総括的であることからして,こ

れらの規定が他の課においてどのように展開されるのかを分析する。

第四課

室内を掃除するには先づ戸,障子1襖を開放して,はたこにてよく室内の塵を排ひ,

成るべく畳の目に沿ひて静かに掃き寄せ,塵取にて取去るべし。かくして後,固 く搾

りたる雑布にて先づ柱を拭き,次に敷居,縁側等を拭 くべし。床の間,柵等は乾きた

る布にて拭 くを可とす。門前及び庭は毎朝早 く掃除すべし。又下水及び雨水を排水す

べき濤・土管は落葉,塵芥等にて塞がることなきやう注意すべし。

以上のように「掃除」の課の記述は,各個所別に「掃除のしかた」だけを内容 としており,

とくに,掃除の必要性とその根拠に相当する内容が皆無である。掃除の必要性とその根拠に相

当するような内容がもしも設けられているとするならば,それによって,こ こにある「掃除の

しかた」と第一課の「住居」の内容を関係づけることができよう。すなわち,衛生や便利,質

素や丈夫さという「価値」の実現を,さ らには「住居の目的」を充たすためのひとつの具体化

という形で,記述内容の展開がみられるはずである。そこには「住居」の課を一般的・抽象的

なものとして対照し,「掃除」の課を個別化,具体化したものとする系統的内容を構成すること

ができよう。しかし,実際の記述のあり様は,各々の課だけで独立完結する構成だと言わざる

表 2 理科家事教科書に対する意見
瘍 は資料参照

を得ないものである。このような傾向は,

「住居の修理保存」の課,「畳,建具の手入」

の課においても同様である。また教師用書

で,教授事項や注意,備考の事項。をみる

と,よ り詳細に,薬品を用いたり,理科知

識を応用することによって「手入法」の合

理化を意図していることがわかる。この点

では家事教育の創設期よりも発展したとも

考えられる。しかし,他方では,前述のよ

うに課ごとに独立完結型の内容構成になつ

ており,系統性のない,事典的知識の羅列

といわざるを得ない。家事教育の創設期末

主に教科論にかかわること

①

②

③

実用重視

科学性重視

その他

主に内容にかかわること

①

②

③

附加事項

削除事項

合併事項

主に方法にかかわること

①
②
③
④

排列 ◆配当

土地の事情

理科・他科との連絡

図解・挿画

にみられた傾向りが国定教科書の上に定着したものといえよう。

2)国定教科書意見報告彙纂0        .

本書は大正 5年 と7年に,文部省図書局から発行されたものである。全国の師範学校から提

出された,国定各科教科書についての意見報告を編集したものである。この中から家事教科書

について提出された意見を通覧し,分類したものが表 2である。さらに,分類した項目に該当

する代表的意見を選んで資料に示した。

表 2に示した意見分類は,師範学校関係者の理科家事教育を実践する立場での積極的な問題

関心,研究課題だと考えることができる。そこでは,家事教育の目標・内容・方法など教育課
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程全般にわたって問題関心があることを示している。

とくに注目されるのは,理科との関係についての多様な意見である。それらは,家事教材は,

理科知識の応用または活用であり,理科と家事教育は区別せず,極端な場合には,家計簿記の

ような「理科 卜関係ナキ教材ハコンプ省キテ他ノ教科書二譲ルコト」つとまで考えられている。
いずれにしても,理科との連絡に留意することが言われているが,こ のことは実習に重きを置

くという教授法にもつながっている。

実習に重きを置くという場合に,一面では,明治期の注入主義的教育方法を克服する志向を

もっているが,そのような認識論的価値よりも,多 くは「実際的」という意味で価値がおかれ

ている。そのために教材は成るべく卑近の教材を選びP記述は抽象的記述をさけてP教材の排

列には季節と関係をさせて1の また「実習ノ必要ヲ感ズル卒業当時二」1つ となるのである。実習時

間は多くを要し,しかし住居の掃除等の実習は衣類の洗濯の実習に比べて多くの時間を要しな
いし,「 日々 実習セシメツツアルモノナンバ」教科書からは省きたい123と なるのである。他方で

は,際限なく事項を附加する旨の要請も出されるのである♂)

このように実習重視の精神は,「実用的ノ意味二妙テ重大ナル価値ヲ有スルコトナラン」ので

あって「知識プ興へ理論ノ證明トナスプロ的トスルガ如キ実習ヨリハ時間ヲ多ク要スルコト」10

になり時間が多くとれないならば教材を減少することを考えるとも言われている。以上の考え

方は実習授業という教育方法を重視する立場から教育内容を構想したり,実習で取り扱う教育

内容を実用性を最優先する立場から構想している。

しかしながら,い ますこし異なる考え方がみられる。それは,東京府豊島師範学校から出さ

れた意見である。

教材ヲ普通ノ家庭二妙ケル日常生活ノ事実二求メ,極メテ平易ナルモノヲ採用シタル

貼ハ最モ其ノ要ヲ得タルモノナルベシ。平易ナル習慣的事実プ単二排列シ記述スルノ

ミニテハ動モスレバ教科書二深ミナクシテ其ノ価値 卜権威 トフ損スルコト少カラズ

(中略)日常卑近ノ習慣的事実ニモ科学的理法ノ潜ムコトフ知ラシメ,探求考察,日
常生活ニモ十分改良ノ余地アルコトフ知ラシメ,其ノ発奮努勉プ促スニ足ル様ナル記

述ノ方法フトラザル可ラズ

この意見は,教材の価値について前述した実用のみ最優先という考え方と同じではないと思

われる。もちろん実用につながる発想は見うけられ,その平易さにおいて価値をおいてはいる
が,そ こに留ることの問題点を提起している。そして現実の日常生活と科学的な理を照合する
ことを重視し,その上にたって探求し,日常生活の改良に向い,発奮できる人格の養成を主張
している。同様の主旨で,「家事科ノ意義ヲ知ラシメ将来二妙ケル研究的精神養成二資スル内容」
が必要だとの意見もあるも0

これらは,実用という教育価値を出発点とし,そ こに立ちかえる教育目標をもっているのだ
が,科学的,探求的,研究的精神を重視している点で実用一点張りの実用主義的考え方とは異っ

ているといえよう。それは,今日にいうところの「教育と科学の結合」という教授学的原則に
つながる理念の萌芽だと理解できよう。

また,鹿児島県師範学校の意見にあるように,教授を,「易ヨリ難二及ボシ,児童ノ心理二適
セルガ如シ」,他教科との重複を避け密接な関連を持たせる必要を説く例も多い。児童の心理に

適った教授を求めることと関連して,詳ラカニ,具体的二,自由二,教授する方途を探ってい

る。それらは,図解や挿画を用いること,土地や地方の事情に応じる説明がなされることなど
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である。すなわち,児童の学習心理を重んじる立場から,易から難への指導,重複を避ける教

育内容の精選,個別具体化の展開,視覚を利用する直観性の原理など,指導,教授における系

統性の考え方をうかがうことができる。

以上のことから,理科家事時代の教育課程の考え方を,大きく2つの思潮としてまとめるこ

とができる。ひとつには理科的知識の応用を含めて,実用性を最重視した実用主義的考え方で

あり,こ れが時代の主流をなすものと思われる。これに対して,他のひとつは,「教育 と科学の

結合」につながる考え方,指導の系統性を追究しようとする考え方などの萌芽である。

2.高等小学家事教科書

1)教育内容の構成

大正 8年 2月 に小学校令が改正され,同年 3月の小学校令施行規則中改正で家事科が理科か

ら独立し,制度上の確立をみた。そこでは教科としての目的,内容等の要旨が明らかにされ大

正 15年には小学校令改正によって家事科は裁縫科とともに女子の必修教科となつた。

これらの改正に先だって,寺内内閣の時設けられた臨時教育会議は「教育二関シ改善スベキ

モノナキカ,若シ有リトセバ,其ノ要点及方法如何」という諮問に対し大正 7年 10月 に次のよ

うな答申を出した。すなわち

―、女子二妙テハ,教育二関スル勅語ノ要旨ヲ十分二体得セシメ,殊二国体ノ観念ヲ輩固

ニシ,淑徳節操ヲ重ンスルノ精神ヲ涵養シ,一層体育ヲ励 ミ9勤労プ尚フノ気風ヲ振作シ,

虚栄ヲ戒メ奢修ヲ慎 ミ,以テ我家族制度二適スルノ素養ヲ与フルニ主カヲ注グ事。

二、高等女学校二妙テハ,実際生活二適切ナル知識二家事ノ基礎タルベキ理科ノ教授ニー

層重キヲオク事。

表3 
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というものであつた。

これは,基本的には家族国家観に基づ く家父長

制家族制度の維持の精神と,節約や理科の思想に

基づいた実用的な家事能力の育成をめざしている

ものである。ここで打ち出された家事教育観は,

前に述べた理科家事時代における 2つ の思潮のう

ち,実用主義的考え方の方がひき続いて主流に

なったことを示している。そして,科学性を重視

した家事教育の提案は,理科にのみ基礎をおくこ

とを強調した型に矮小化され矛盾をはらむことと

なった。

昭和 8年,よ うやく家事教科書が発行された。

その目録を表 3に示した。

目録を通覧して気がつくのは,「住居」という用

語ではなく「住宅」と表示されていること,井戸
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れている。それは住宅設備の水,光,熱などの細

部についての内容である。住居と住宅 という用語

について規定や使い分けがなされているとは思え

ないが,住居を物的存在としてとらえる傾向が韓
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原  崇

まったと考えることもできる。掃除や器具・什器の手入についても同様で,実用的・事典的な
様相をもっている点では理科家事教科書の傾向を引き継いでいると思われる。しかし,第一課
「女子と家事」10が設けられたことが注目に値する。ひとつには,前述した師範学校による意見
に応えてもおり,ま た臨時教育会議の答申の主旨が貫ぬかれているわけである。家事科を学ぶ
者の認識は,女子が家事のいろいろを勤めることが,国家の盛衰にかかわる国家的意義をもつ
ものであるという家事観,女性観に総合されるものと推測される。
第十一課「住宅Jでは,冒頭に「一般に望ましい黙」として,衛生的であること,そのため

に日当り,風通しがよく,寒暑を避け,清潔を保ち易いなどの条件をあげている。第 2に ,用
心がよく堅牢,安全であること,第 3に ,便利であることが述べられている。ここでは,一般
的抽象的記述であるが,続いて台所,便所,庭園を対象にして例えば,便利さの具体化として
動線理論が導入されるなど,内容の構造には一般的・抽象的条件を個別的空間において具体的
に展開する型をみることができる。

ここでは二階建住宅建築設計図1つがあり,建図,三階平面並―階屋根伏図,一階平面図がそれ
であり,住宅間取図符号も紹介されている。このような内容は,明治初期以来の教科書の中で
は極めて珍しく,筆者の調査したところでは全く新しい材料だと思われる。しかしながら,せ っ
かくの具体的で詳細な資料ではあるが,こ の図を用いて,何を教授し,学習すべきかは記述さ
れてはおらず,住宅の各空間や間取りの解説もないのである。
大正期の理科家事教科書に対する意見の中で,挿画の意見があり,それを受けいれていると

思われるのだが,何を教えるための資料なのか不明であり挿画と記述内容の間に不整合がある
といえよう。

住宅の空間の中で,と りあげられているのは前述したように台所,便所,庭園であって,衛
生的であること,安全であること,便利であることなどを具体化してある。それは,例をあげ
ると,竃に煙突をつけ,燃えやすくすることであったり,庭園利用に実用性を見い出すことだっ
たりするのである。確かにそれらの方法は,労力や資源の節約につながることであって,合理
的な生活の方向を示している。すでに大正期の住宅改善運動の中で勧められたことがらである。
ここで問題にしたいことは,当時の家父長制家族制度の下での家族関係について科学的精神に
基づいた合理性の是非を問わずに大前提の肯定事項になっている点である。
能率や便利さの追究によって生活を合理的に改良していく積極的な内容をもってはいるもの

の,他面では,女子が家事に専念することが国家的に意義あることとして,家族制度め温存,

秩序化に貢献するという部分的生活合理化の内容であるといえよう。
第二課「掃除」は,ま ず,汚れた住居は不愉快であるばかりでなく,衛生上にも保存上にも

甚だよくない。掃除の仕方にはいろいろある,と掃除の必要性を一般的に述べてあるものの以
下全ては掃除の方法で占められている。はたき掃除,掃き掃除,洗い掃除という方法とその際
に用いる道具の扱い方が教育内容である。風向きや湿り気の利用など細かい,実際的な方法が
記されており10「実用書」の観さえある。

掃除道具の外観図に1ページをさいてあり,精確ではあるがぜひとも必要な挿画とは考えら
れないのである。

この課の内容構成の特徴は,理科家事教科書と同じく実用主義的な事典的事項の羅列した型
であつて,個々の掃除の方法に終始する独立完結型になっている。
以上,昭和 8年の家事教科書にみる住居の教育内容は,理科家事時代の主な思潮をいっそう
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きわだたせて,科学性の尊重は,理科的範囲に限られていたといえよう。他方,科学性が適用

されないところで,国家主義的家族観,女性観に収飲する家事教育の性格が顕著になつた。

2)家事教育研究の状況

昭和 2年 4月 1日 に,東京で月刊雑誌『家事及裁縫』19が発刊された。その発刊の辞をみると,

当時の家事教育研究の視点をうかがうことが出来る。それらは,「将来社会状態が進歩し,女子

の地位が伸展するにつれて念々益々生活問題の研究が促進されてくる」「家事及裁縫の両科は,

女子教科における凡ての教科を洗練綜合することが出来る」「我が『家事及裁縫』は醇美なる家

庭生活の建設,活躍せる学校教育の完成を期するために適切有益なる理論と実際を紹介し,昭

和の時代における女子教育に向って,一層の努力を棒ぐべく(後略)」 とある。すなわち,生活

問題研究の必要性や女子教育,教育研究の交流の必要性が謳われており,関係者にとつては,

衆知を集める場が提供され享受できることになった。本論では,発刊の事実をもつて,前時代

と画する積極的評価をもたせるが,真の歴史的評価は別の機会にゆずりたい。

ところで大正期から昭和初期頃の家事教育は,未だ読本的,暗記物的扱いでなされていたと

思われる。昭和 12年 に,『家事及裁縫』の発刊 10周年記念号にある回顧録で,当時の状況をう

かがいi識 ることができる。

『いぼた蟻』これは或る女學校の家事科教師に奉つたニックネームである。その由来

が面白い。印ち家具の手入の時間に『先生,塗机を綺麗にするにはどうしたらよろし

うございますか』『いぽた蝋で手入をします』『それでは長火鉢は』『いぼた蟷で』 (中

略)然し生徒達はその『いぽた嘘』がどんなものであるか知らなかつたと云ふ。読本

的家事の実例を比虎に見ることが出来る響)

しかしまた,こ の時期は新しい家事教育の提案や理論化がなされて,それを歓迎する土壌が

熟していたとも思われる。たとえば,       、

教科書の書き振 りも (中略)よ く云えば『実際的』とか『日常生活に印した』とかい

ふことが出来よう。注入的に教えて練習させようとするのが主眼であつた。石澤先生

の家事新教科書の出現は科学的工夫創造力の啓培といふことを渇望してゐたものには

早天の慈雨の感があつた:⇒

と述べ,続いて,井上氏,近藤氏の著書が出されて「家事教育上の革新期であつたやうだ」

と回顧されている。

先行研究では,新福氏が,吉村千鶴,石澤吉麿,近藤耕蔵らが著わした高等女学校用書を分

析した。そこでは,主に住居の教育内容と現実生活の変化の対応を分析してあつたPこ こでは,

高等小学校の家事教育理論の指導的立場にあった,東京女高師附属小学校関係者の著書を検討

した。それは,高等女学校用書ではみえにくいと思われる児童観や児童の生活のとらえ方をみ

ることができること,さ らに,こ れらの点と家事教育,住居の教育との関係のとらえ方などを

読むことができるからである。

戸澤イマは,家事教育の目的,内容,方法上の問題を児童の側に立って指摘しているF)

児童は他山の月を眺むる調子にて,児童自身の家庭にあてはめて,実地に練習し,改

良を加えて行くといふやふな気持は少しも起らない。

その理由は,た とえば,住居を定むるにつき,場所の選定につき:條件を列挙するのみであつ

て,如何なる土地が衛生上危険が多いか,如何にせば衛生上危険なき土地となるか,な どの具

体的事項について研究させない様な教授態度だからだという。そのような教授によって児童は



なるほど家はあんなところに建てると宜しいのだな。併し私の家は貧乏で,そ んな條

件の適ったところは一つもない。どうせ私の家なんか,学校で習つた通りには行かな
いのだから,ま あ六ケ條だけ覚えてゐれば,試験の答案は出来る

という心理になると分析している。さらに教材選択上の問題として,家庭に任せ得べき事項 ,

他教科にゆづり得べきものを編入していること,土地の状況に不適当であることを指摘した。
これらの主張は,1980年代の現代においても留意されるべき教育課程の重要事項である。と

くに,児童の学習心理ゃ生活実感を重視した立場から「児童・生徒を研究者の立場に立たしめ

て」とまでいわせる教育観は,大正期の児童中心主義の発展と理解することができよう。また,

家庭での教育や他教科教育との相対的な独自性への問題関心も家事教育の理論的確立にとって

必須の要件であると考える。

同じく東京女高師教授で附属小学校校長だった堀七蔵は,「家事を虎理する方法を単に実習せ

しむるのみでなく,その方法のよって来る原理をよく理解せしめ,原理に基づく方法をよく理

解してその技に熟するやう指導せねばならぬ」と主張した急→

大正期の理科家事教科書に対する意見書で,実用主義に陥いる実習重視がみられたが,堀七

蔵の場合は,家事を処理する方法的技と原理とを結合させることを重視している。それは教育

内容においても教育の方法上においても,いわゆる実践と理論の統一といわれる教授学的原則
につながるものである。この教授学的原則は,戦後 (1950年代以降)の教育論争 (経験主義教

育,問題解決学習などの論争)の成果のひとつであることを思えば,堀七蔵の主張は,先駆的
なものだったといえよう。

戸澤,堀の児童観や教授論は新福論文では分析の対象ではなかったものである。ここでわかっ

たことは,戸澤,堀の考え方には大正期に発展した自由主義,児童中心主義,ま た自然科学の

発展などヽを背景にした科学的精神を基にして,いわゆる子どもと科学を結びつけるところの考
え方である。それは,今日でいうところの「教育と科学の結合」につながる考え方の系譜に位

置づくものであろう。

結 =

① 国定教科書である理科家事教科書の内容構成は,家事教育の創設期末にみられた傾向が定

着していた。住居の教育内容は,住居についての概念形成への収飲されるような系統的な内

容構成ではなく,実用的な事典的知識が量的に拡大していく羅列された型である。

理科的知識の応用や活用によって生活改良の精神を養成するという教育観と,家族制度を

維持するための教育観は矛盾する側面をもつにもかかわらず,女子が家事を合理的に遂行す
ることは,国家的に意義あることだとする家事教育観に統合されて,家事教科書 (昭和 8年
発行)に明示された。

理科的であることは,実習重視の思潮となって,児童の学習心理を尊重する思想と相俊っ

て,よ り実際的,具体的な家事教育のあり方が求められた。家事教科書 (昭和 8年)に は詳

細な挿画が多く採用されたところなどに反映されている。住居の教育内容は,掃除や修理保

存,手入れ法などに限られており,原理や根拠について追究するものではなかった。

② 家事教育についての雑誌,研究書が発刊されたことによって実践研究の全国的な交流の場
がひらかれた。研究書は当時の家事教育に対する問題提起から出発しているものであった。
すなわち,家事教育の主流となる思潮が実用主義的なものであるのに対して,児童の心理と
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科学を結びつける考え方や,実習と理論を結びつける考え方があつた。これらは,後世の教

授学的原則の系譜を形づくる底流であつたとも考えることができる。

③ 家事教育が制度上確立し,実践,研究上,進展の時期だといえよう。
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資料 国定教科書意見報告彙纂から作成―意見の例一

1.主に教科論にかかわること

① 実用重視の考え方 成ル可ク卑近ノ教材ヲ選ビ特二実習二重キヲ置クベキ必要ヲ認メ

(大阪府女子師範学校)教 材ハー般二時間ノ割合二其量過多ノ感アリ,実際的即チ実用的ノ

意味二妙テ重大ナル価値ヲ有スルコトナラン而シテ之ガタメニハ実習二重ヲ置カザルベカラズ

カクスンバ従来ノ唯知識プ興へ理論ノ證明 トナスヲロ的トスルガ如キ実習ヨリハ時間ヲ多ク要
スルハ論プ俊タズ而シテ時間ノ増加ハ不可能ノ事 トセバ勢教材ノ減少ヲ必要 トスベシ (石川県

女子師範学校)抽 象的記述プサケテ実際的二記サンタシ (香 lll県 女子師範学校) 各課ノ記

述理論二走セタルガ如シ故二実際的二記述シ実習ノ便二供シ挿画等プモ加へ具体化サンタシ

(鹿児島県師範学校)

② 科学性重視の考え方 家事教科書ハ教材ヲ普通ノ家庭二於ケルロ常生活ノ事実二求メ,

極メテ平易ナルモノヲ採用シタル貼ハ最モ其ノ要ヲ得タルモノナルベシ,然ンドモ斯ル平易ナ

ル習慣的事実ヲ単二排列シ記述スルノミニテハ,動モスンバ教科書二深ミナクシテ,其ノ価値

卜権威 トフ損スルコト少カラズ,真二有効ナル教科書 トシテハ常二道具及ビ材料ノ取扱等ニツ

キテノ要領即チ俗二言フ「こつ」ヲ教へ,又ハロ常卑近ノ習慣的事実ニモ科学的理法ノ潜ムコ

トプ知ラシメ,之ヲ探求考察スンバ,日常生活ニモ十分改良ノ餘地アルコトヲ知ラシメテ,其
ノ発奮努勉ヲ促ス■足ル様ナル記述ノ方法フトラザル可ラズ,(東京府豊島師範学校)教師用

教科書二おテハ成ルベク事実ノ原理プ記載シテ教授ノ参考二資セランタシ (千葉県師範学校)

③ その他 内容ブ教師用程度二詳記シ児童キ業後モ参考シ得ルモノタラシメラレタキヨ

ト,読本二出デザル文字多ク読方困難ナンバ成ル可ク多ク振仮名ヲ附シ且ツ文章モ平易ナラシ

メランタキコト (茨城県師範学校)

2.主に内容にかかわること

① 附加されたい事項 第一課二女子 卜家事ノ項ロヲ増加シテ以テ家事研究ノ立場ナラシム

ルコト (福岡県小倉師範学校)教 科書ノ初メニ第二学年用書ノ終リノ課 卜対照シテ家事科ノ

意義必要ヲ知ラシメ将来二於ケル研究的精神養成二資スルー課ヲ加ヘランタキヨト (茨城県師



住居の教育内容における変遷の様相 (第 2報 )

範学校)第一課「住居」ノ項二住居ノ衛生 トシテ採光,採暖,換気ノ方法及ビ注意ヲ加ヘタシ

尚室内ノ整理,装飾ノ方法及ビ注意プ加ヘタシ。第二課「住居の修理保存」ノ項二「庭園,盆
栽等の手入」 トイフ事項ヲ加ヘタシ (東京府青山師範学校)第 二課「戸締及び火の用心」ノ

課二於テ火災,地震ノ場合ノ外水害時ノ心得プモ説カンタシ (理由)水害ハ年々全国各地二亘

リテ之ヲ見而カモ其度数地震ノソンヨリモ多キガ故ナリ 第四課「掃除」ノ仕方中特二大掃除

ノ場合ノ注意ヲモ加ヘランタシ (福島師範学校)

② 削除されたい事項 理科二関係ナキ教材ハコンヲ省キテ他ノ教科書二譲ルコト (例 家

計簿記)イ 。第一課 住居(1)住居の目的 (2)住所,口 。第二課 住居の修理保存 (1)屋外の注

意 (大阪府天王寺師範学校)第 四課 掃除 本課ハ児童プシテ日々 実習セシメツツアルモノ

ナンバ。

③ 合併されたい事項

(略 )

3.主に方法にかかわること

① 排列・配当 実習教材ハ特二季節 トノ関係ヲ重ゼランタシ,例ヘバ障子ノ手入 (京都府

女子師範学校) 実習時間ヲ多クシテ其徹底プ図ルベキモノハナルベク早ク授ケタシ。児童ノ

程度ヲ顧慮スベキゴト (栃木県師範学校) 実習ハニ時間以上連続シテ行フニアラサンバ,其
ノ価値フ発揮スルコト難キモノト認ム,殊二家事ノ研究二興味ヲ有シ,実習ノ必要ヲ感ズルキ

業当時二家事教材ヲ配列スル時ハ教授ノ結果ハ更二有効ナルベシ

② 土地ノ事情 殊二家事ノ方法二関スル記事ガ土地ノ事情ニヨリテ自由二具体的説明ヲナ

シ得ルヤウニ記サンタルハ地方的事情二適応セシムベキ本科ノ教科書トシテ最モ適当ナリト認

ム (石川県師範学校) 児童用書第一課住居ノ選揮二関スル事項ヲ今少シ詳カニセランタシ。

都会二妙ケル家屋選揮ノ必要ハ云フマデモナシ都邑ノ何レヲ問ハズ土地ノ状況二応ジ教授者ニ

妙テ掛酌ダニナサバ必要ナキガ如シ併シ田舎 トシテモ必要ナキニハアラズ祖先伝来ノ家屋 卜雖

モ其ノ保存プ図ルニハ家屋選揮上ノ諸注意ヲ心得常二其ノ修理プ怠ラザル様カメザルベカラズ

(長崎県女子師範学校)

③ 理科・他科との連絡 理科トノ連絡ハ留意サンタシ (埼玉県女子師範学校,鹿児島県女

子師範学校)教 師用書二於テ理科 トノ連絡関係プ記載シ家事二妙ル理科ノ応用方面ヲー層明

ラカニセランタシ。教師用書二於テ他教科ニテ学ビシ家事的材料ヲ調査シ参考トナルベキ様記

載サンタシ。家事ノ範囲ハ廣大ニシテ各学科ヲ含メリ故二各教科二妙ケル家事的材料プ調査シ

連絡アル事項ニハ其関係ヲ記載シ教授上参考二資スル必要ヲ認ムルガ故ナリ (徳島県女子師範

学校)

④ 図解・挿画 挿絵プ多クシ且記載ヲ具体的二 (千葉県,香川県女子,佐賀県,各師範学

校)第 四課「掃除」室内装飾ノー部 (床 ノ飾り方等),第六課「建具」戸及襖ノ種類 (栃木県

女子師範学校) 間取 0台所ノ設備 (京都府女子,大阪府天王寺,各師範学校)住 居ノ図,

戸締ノ参考図,台所参考図,玄関設備ノー例 (大阪府天王寺,香川県女子師範学校) 家屋及

居室ノ構造設備,障子ノ張り方 (長崎県女子師範学校)室 内ノ設備 (福岡県小倉)な ど
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